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第
四
十
六
回
通
常
総
会
が
、
平

成
十
八
年
五
月
十
九
日
、
角
田
市

商
工
会
館
に
お
い
て
、
佐
藤
清
吉

角
田
市
長
、
長
谷
川
洋
一
宮
城
県

議
会
議
員
を
は
じ
め
と
す
る
多
く

の
ご
来
賓
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
地
元
事
業
所
に
永
年

勤
続
さ
れ
た
従
業
員
の
方
々
の
表
彰

が
行
わ
れ
、
第
一
号
議
案
か
ら
第

四
号
議
案
ま
で
原
案
通
り
可
決
決

定
さ
れ
、
第
五
号
議
案「
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
改
選
の
件
」
に
つ
い
て
は

選
考
委
員
長
高
橋
輝
昭
氏
の
も
と

に
役
員
の
選
考
が
行
わ
れ
、
新
役
員

が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

尚
、
前
副
会
長
の
相
澤
好
正
氏
、

佐
々
木
義
光
氏
、
前
理
事
の
加
藤

登
氏
、
井
上
孝
一
氏
、
馬
場
冨
二

氏
、
目
黒
敬
二
氏
の
六
名
の
皆
様

は
長
い
間
商
工
会
事
業
に
ご
尽
力

賜
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
役
員
を

勇
退
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
新
た

に
副
会
長
に
山
並
千
秋
氏
、
佐
藤

孝
氏
、
理
事
に
戸
田
宏
士
氏
、
佐

藤
勝
氏
、
目
黒
博
之
氏
、
笹
森
裕

市
氏
、
河
村
博
明
氏
、
湯
村
勉
氏
、

監
事
に
加
藤
泰
彦
氏
が
選
任
さ
れ

新
役
員
体
制
が
発
足
い
た
し
ま
し

た
。

備　考事業所名氏　　　名役職名
再　　任天野天　野　忠　正会　長
新任（前理事）㈱ヤマナミ山　並　千　秋副会長
新任（前理事）㈲佐藤金物店 マイハンズしんたな佐　藤　　　孝〃
再　　任㈲おんないん細　川　健　也理　事
再　　任㈲郷家精肉店郷　家　貞　男〃
再　　任㈲草間タクシー草　間　純　一〃
再　　任ＭＣネット・サービス谷　津　睦　夫〃
新任（前監事）戸田宏士司法書士事務所戸　田　宏　士〃
再　　任㈱ケーヒン高　橋　幹　雄〃
再　　任アイリスオーヤマ㈱恵　美　文　雄〃
再　　任㈲藤神地所佐　藤　忠　義〃
再　　任花の店　おおとも大　友　　　保〃
再　　任㈲ホンダテクニカルサポート本　田　敏　昭〃
再　　任社会福祉法人　臥牛三敬会湯　村　利　憲〃
再　　任太田米穀店太　田　精　由〃
新　　任佐藤木工所佐　藤　　　勝〃
再　　任㈲サトウ佐　藤　昭　悦〃
新　　任㈲河北新報角田専売所目　黒　博　之〃
新　　任㈱笹森林業笹　森　裕　市〃
新　　任河村酒店河　村　博　明〃
新　　任㈲いとや商会湯　村　　　勉〃
再　　任㈲かねこ（青年部長）金　子　隆　史〃
再　　任相澤音楽教室（女性部長）相　澤　邦　戸〃
再　　任星製材所坂　田　賢　二監　事
新　　任ファッションロードカトウ加　藤　泰　彦〃

天野会長山並副会長佐藤副会長

　

去
る
五
月
二
十
九
日
開
催
さ
れ

た
、
平
成
十
八
年
度
宮
城
県
商
工

会
連
合
会
通
常
総
会
に
お
い
て
任

期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任
が
行

わ
れ
、
会
長
に
角
田
市
商
工
会
の

天
野
忠
正
会
長
が
選
任
さ
れ
、
仙

南
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
念
願
で
あ
っ

た
地
元
の
県
連
会
長
が
誕
生
し
ま

し
た
。

　

角
田
市
商
工
天
野
会
長
は
、
去

る
五
月
十
二
日
春
の
叙
勲
に
際
し
、

旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

天
野
会
長
は
、
㈱
天
野
の
代
表

取
締
役
と
し
て
事
業
を
営
み
な
が

ら
角
田
市
商
工
会
長
や
角
田
市
観

光
物
産
協
会
長
と
し
て
十
余
年
に

亘
り
地
元
商
工
業
振
興
発
展
に
尽

さ
れ
、
更
に
宮
城
県
商
工
会
連
合

会
、
宮
城
県
労
働
保
険
事
務
組
合

な
ど
の
要
職

も
務
め
ら
れ

て
き
た
功
績

が
高
く
評
価

さ
れ
叙
勲
の

栄
に
浴
す
る

こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

商
工
会
、
観
光
物
産
協
会
の
役

職
員
や
関
係
機
関
の
方
々
に
呼
び

か
け
、
相
澤
前
副
会
長
を
発
起
人

代
表
に
、
七
月
二
十
九
日
（
土
）

ジ
ュ
ネ
ス
我
妻
に
お
い
て
祝
賀
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
村
衆
議
院
議
員
を
初
め
と
す

る
各
界
の
有
志
が
列
席
さ
れ
、
県

連
会
長
就
任
・
叙
勲
受
章
の
祝
福

や
、
天
野
忠
正
氏
の
今
後
の
ご
活

躍
、
ひ
い
て
は
商
工
業
振
興
に
と

話
題
も
盛
り
上
が
り
、
華
や
い
だ

雰
囲
気
の
中
に
終
了
し
ま
し
た
。

角
田
市
商
工
会「
天
野
会
長
」、

県
連
会
長
に
就
任

天
野
忠
正
氏
、旭
日
双
光
章
を
受
章

角田市商工会

平
成

年
度
第

回
通
常
総
会
開
催
さ
れ
る

  
平
成　

年
度
第　

回
通
常
総
会
開
催
さ
れ
る

１８１８

４６４６
（敬称略）

祝賀会風景
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「
英
知
と
総
力
を
結
集
し
て
」
重

点
事
業
を
可
決

１
、
創
業
、
提
案
型
経
営
革
新
支

　

援
の
強
化

２
、
地
域
に
根
ざ
し
た
地
域
振
興

　

対
策
事
業
の
強
化

３
、
商
工
会
支
援
体
制
の
改
革
、

　

整
備
推
進

４
、
組
織
体
制
及
び
財
政
基
盤
の

　

強
化

５
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
情
報
化
社

　

会
へ
の
対
応

　

去
る
五
月
二
十
六
日
（
金
）
丸

森
町
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
平

成
十
八
年
度
通
常
総
代
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

総
代
会
に
先
立
ち
、
地
元
事
業

所
の
永
年
勤
続
従
業
員
表
彰
、
古

川
倉
吉
報
奨
金
表
彰
授
与
式
が
行

わ
れ
、
丸
森
町
長
（
代
理
斎
藤　

傳
助
役
）、
宍
戸
丸
森
町
議
会
議

長
、
寺
島
県
議
会
議
員
、
宮
城
県

商
工
会
連
合
会
会
長
（
代
理
天
野

角
田
市
商
工
会
長
）
よ
り
祝
辞
を

頂
き
、
板
橋
勇
氏
を
議
長
に
選
任

し
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

第
一
号
議
案
か
ら
第
五
号
議
案

が
上
程
さ
れ
満
場
一
致
で
原
案
通

り
可
決
承
認
さ
れ
、
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
改
選
の
件
で
は
、
前
大

槻
武
雄
会
長
、
岡
崎
正
男
副
会
長

が
勇
退
し
、
新
た
に
秋
葉
薫
会
長
、

小
野
孝
信
副
会
長
、
白
木
寛
一
副

会
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

丸
森
町
商
工
会
は
、
平
成　

年
１７

度
に
策
定
し
た
「
商
業
タ
ウ
ン
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
計
画
策
定
事
業

（
丸
森
町
Ｔ
Ｍ
Ｏ
構
想
）」に
取
り

組
み
、
空
き
店
舗
の
解
消
を
図
り

な
が
ら
、
観
光
客
を
含
む
丸
森
町

来
訪
者
及
び
町
民
が
ゆ
っ
た
り
と

楽
し
み
な
が
ら
買
い
物
が
出
来
る

商
業
環
境
を
整
備
し
、
こ
の
中
心

市
街
地
に
賑
わ
い
を
創
出
す
る
た

め
の
「
構
想
」
を
策
定
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

そ
の
中
で
重
点
事
業
の
一
つ
と

し
て
、「
斎
理
屋
敷
の
イ
メ
ー
ジ

に
マ
ッ
チ
す
る
空
き
店
舗
か
ら
着

手
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
提

言
が
あ
り
、
こ
の
た
び
、
中
心
商

店
街
の
若
手
後
継
者
４
名
が
、
空

き
店
舗
有
効
活
用
支
援
事
業
を
導

入
し
、「
お
や
す
み
処
（
ど
こ
ろ
）

斎
理
こ
だ
わ
り
屋
」
を
開
業
し
、

町
の
活
性
化
に
挑
戦
さ
れ
ま
し
た
。

　

空
き
店
舗
事
業
に
際
し
ご
理
解

と
ご
指
導
を
頂
き
ま
し
た
、
宮
城

県
、
丸
森
町
、
宮
城
県
観
光
物
産

協
会
な
ど
関
係
団
体
に
対
し
厚
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

「
お
や
す
み
処
（
ど
こ
ろ
）
斎
理

こ
だ
わ
り
屋
」
が
地
域
振
興
の
起

爆
剤
と
な
り
活
性
化
が
図
ら
れ
る

よ
う
今
後
と
も
丸
森
町
商
工
会
、

更
に
丸
森
支
部
を
挙
げ
て
応
援
し

て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

オープン後の店内風景

平
成

年
度
通
常
総
代
会
開
催
さ
れ
る

  
平
成　

年
度
通
常
総
代
会
開
催
さ
れ
る

１８１８

備　考支　部　名氏　　　名役職名
新　　任秋　葉　　　薫会　長
新　　任舘矢間支部長小　野　孝　信副会長
新　　任丸森支部長白　木　寛　一〃
再　　任商業部会長宍　戸　　　隆理　事
再　　任工業部会長菅　野　八　郎〃
新　　任サービス業部会長大　槻　　　博〃
新　　任金山支部長森　　　安　次〃
新　　任筆甫支部長目　黒　忠　七〃
新　　任大内支部長氏　家　正　昭〃
再　　任小斎支部長大　内　好　晴〃
再　　任大張支部長中　村　次　男〃
再　　任耕野支部長斎　藤　守　雄〃
再　　任斎　藤　純　一〃
新　　任船　山　俊　一〃
新　　任斎　藤　昭　夫〃
新　　任佐々木　義　則〃
再　　任青年部長佐　藤　　　努〃
新　　任女性部長武　藤　和　代〃
再　　任石　田　博　英監　事
新　　任鈴　木　正　彦〃

役員改選 －役員定数２０名、新体制決まる－

丸森町商工会

Ｔ
Ｍ
Ｏ
構
想
事
業
の
実
現
に
向
け
て

お
や
す
み
処「
斎
理
こ
だ
わ
り
屋
」

７
月
７
日
オ
ー
プ
ン

オープンを祝うテープカット

秋葉会長小野副会長白木副会長

（敬称略）
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代表者名：谷 津 徳 男
連　絡　先：丸森町字鳥屋３４
　　　　　 0224-72-4331
昭和４３年開業以来、一般歯科、小児歯科、矯正歯
科を副院長と共に診療、患者さんの健康維持に努
めています。

事業所名 谷津歯科医院

丸森町商工会

代表者名：登 米  　昭
連　絡　先：丸森町字刈場７
　　　　　 0224-72-2266
従業員１１人で１９床の整形外科の有床診療所を開設
しています。よろしくお願いいたします。

事業所名 登米整形外科、外科医院

丸森町商工会

代表者名：山戸田康二
連　絡　先：丸森町大内三代河原９０-１
　　　　　 0224-79-3777
「お米」を原料とした麺を製造しています。お米
に新しい価値を創造し、日本の農業に希望をもた
らすことが、当社の企業理念です。

事業所名 マルコー食品㈲

丸森町商工会

代表者名：船 山 俊 一
連　絡　先：丸森町字町西２２-２
　　　　　 0224-72-1785
齋理小判焼を核としたＰＢ商品の開発や、町民交
流空間の創出など、個性ある店舗展開を図ってい
きます。

事業所名 おやすみ処 斎理こだわり屋

丸森町商工会

代表者名：荒 　 　 毅
連　絡　先：原町市北新田字信田３７０-１
　　　　　 0244-22-6891
カラー印刷を主体にして、一貫した生産体制で、地
域のニーズにお応えしております。２１世紀に伝え
たい情報を確かなかたちで提供する印刷会社です。

事業所名 ㈲ライト印刷（特別会員）

丸森町商工会

代表者名：曽 根 充 啓
連　絡　先：角田市角田字牛館５３-２
　　　　　 0224-61-2225
にこトピア角田は、利用者様の在宅生活を支え、
夢や希望を見つけて頂くきっかけをサポートいた
します。

事業所名 ディサービスセンター にこトピア角田

角田市商工会

代表者名：星 　 隆 一
連　絡　先：角田市佐倉字佐倉町４-３
　　　　　 0224-62-5120
電気・機械・住まいの修理・特殊電気（電子）機
器設計製作もいたします。お気軽にお声掛け下さ
い。

事業所名 星 機電サービス

角田市商工会

代表者名：杉 下 浩 明
連　絡　先：角田市梶賀字一里壇北２-３
　　　　　 0224-62-1450
皆様の事業でお困りの事柄を、損害保険、生命保
険でお役に立ちたいと考えております。お気軽に
ご相談下さい

事業所名 リスク＆ライフ ソリューション

角田市商工会

代表者名：瀬 戸 裕 一
連　絡　先：角田市角田字町２４６
　　　　　 0224-63-2445
『お薬のことなら、何でもご相談下さい。健康づ
くりのお手伝いをさせていただきます。』

事業所名 コスモ薬局

角田市商工会

代表者名：高 橋 真 紀
連　絡　先：角田市角田字緑町２-１３
　　　　　 0224-63-5466
アットホームなお店です、スナックなのに食べる
ものは逸品！お気軽にご来店下さい。

事業所名 スナックにんじん

角田市商工会

代表者名：佐 藤 新 造
連　絡　先：角田市角田字柳町２３-２
　　　　　 0224-61-2955
総合印刷、企画、デザイン、ネット販売業務等を
営業いたしておりますのでよろしくお願いいたし
ます。

事業所名 佐藤印刷株式会社

角田市商工会

代表者名：横 山 誠 一
連　絡　先：角田市角田字中島下５２８
　　　　　 0224-62-5675
産業機械、治工具等の設計業務を行っています。
治工具等の小さなものなら製作もいたします。お
気軽にお声掛け下さい。

事業所名 TDS タキオン デザイン サービス

角田市商工会

代表者名：佐 藤 和 弘
連　絡　先：丸森町字垂松三
　　　　　 0224-72-6223

事業所名 佐藤建築

丸森町商工会

商工会に加入しよう！

（Ｈ１８年４月１日～９月３０日の加入者）新会員新会員さんさんご紹介ご紹介新会員さんご紹介
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商
工
会
で
は
、
平
成
十
二
年
度

よ
り
丸
森
町
商
工
業
の
振
興
や
地

域
振
興
等
に
寄
与
し
た
個
人
・
団

体
・
法
人
に
対
し
古
川
倉
吉
報
奨

金
（
五
十
万
円
）
を
贈
呈
し
て
い

る
。

　

平
成
十
八
年
度
は
、
大
張
物
産

セ
ン
タ
ー
「
な
ん
で
も
や
」
が
受

賞
し
、
五
月
二
十
六
日
に
開
催
さ

れ
た
総
代
会
の
席
上
表
彰
さ
れ
た
。

　

丸
森
町
大
張
地
区
は
、
町
の
中

心
地
よ
り
約
十 
㎞ 
離
れ
た
山
間
地

に
位
置
し
、
近
年
は
高
齢
者
層
の

増
加
、
世
帯
数
の
減
少
併
せ
て
著

し
い
少
子
化
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

　

地
区
の
経
済
環
境
は
、
平
成
十

二
年
三
月
に
Ｊ
Ａ
大
張
支
所
購
買

部
が
撤
退
、
続
い
て
平
成
十
四
年

三
月
に
地
域
消
費
者
の
台
所
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
た
小
売
店
が
廃

業
し
、
日
用
品
を
は
じ
め
と
す
る

生
活
用
品
の
購
買
に
不
便
を
生
じ

る
状
況
に
な
っ
た
。

　
「
買
い
物
を
し
た
く
て
も
店
が

な
い
」「
大
張
地
区
内
の
こ
と
は
大

張
地
区
民
で
何
と
か
し
た
い
」
と

い
う
根
強
い
要
望
に
応
え
「
地
区

の
活
性
化
」「
地
区
住
民
生
活
の
利

便
性
」
を
目
的
に
、
丸
森
町
商
工

会
大
張
支
部
が
中
心
と
な
り
、
地

区
内
に
店
舗
を
設
置
し
、
地
域
住

民
の
方
々
の
利
便
を
図
り
、
地
域

特
産
品
の
掘
り
起
こ
し
を
は
じ
め

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、
地
区
外
催

事
へ
の
出
店
等
、
地
域
振
興
発
展

に
寄
与
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ

た
。

平
成　

年
度 
古
川
倉
吉
報
奨
金
受
賞
者

１８

　

地
域
住
民
参
加
型
の

共
同
店
舗
を
開
設
し
て

大
張
物
産
セ
ン
タ
ー「
な
ん
で
も
や
」　

代
表　

中  
村  
次  
男

遠藤孝二邸（あぶくま推奨の家）

設　　計建築業者建て主賞

星製材所建築設計事務所㈲菊地住建渡　邊　一　郎角田市長賞

清野登建築設計事務所清野工務店目　黒　一　榮丸森町長賞

伊藤和男㈱伊藤工務店山　越　隆　男宮城県建設職組合連合会長賞

スズキ設計長山工務店志子田　輝　男（社）宮城県建築士会長賞

星製材所建築設計事務所㈲菊地住建遠　藤　孝　二角田市商工会長賞 ◎

地区外のため該当なし齋藤建設本　田　勝　徳丸森町商工会長賞

鈴木正彦㈲鈴木工務店齋　藤　　　傳宮城南部流域林業活性化センター仙南支部長賞 ◎

㈲松茂工務店㈲松茂工務店大　友　慶一郎仙南中央森林組合長賞

㈲松茂工務店㈲松茂工務店大　槻　利　子丸森町森林組合長賞

伊藤和男㈱伊藤工務店森　　　信　男角田市建設職組合長賞

八巻建築設計事務所㈱牛澤建築星　　　祐　次丸森町建設職組合長賞

地区外のため該当なし㈱伊藤工務店伊　藤　和　男（社）宮城県建築士会角田伊具支部長賞
◎＝あぶくま推奨の家

第１７回  あぶくま建築賞  結果表

　

街
づ
く
り
を
通
じ
た
美
し
い
地

域
づ
く
り
、
景
観
づ
く
り
を
目
指

し
、
角
田
・
丸
森
の
街
並
み
に
調

和
し
た
、
優
れ
た
数
多
く
の
建
築

物
を
毎
年
表
彰
し
て
き
た
「
あ
ぶ

く
ま
建
築
賞
」（
主
催：

あ
ぶ
く
ま

建
築
賞
推
進
委
員
会
）
も
、
今
年

で
第
十
七
回
を
む
か
え
ま
し
た
。

今
年
も
多
数
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
が
、
住
宅
問
題
専
門
家
の
古
田

義
弘
氏
ら
選
考
委
員
に
よ
る
数
度

に
わ
た
る
厳
正
な
審
査

の
結
果
、
別
表
の
と
お

り
に
賞
が
決
定
し
ま
し

た
。

　

七
月
二
十
二
日
に
は

加
藤
会
館
（
角
田
市
）

で
表
彰
式
が
挙
行
さ
れ
、

多
く
の
関
係
者
の
ご
臨

席
の
も
と
、
受
賞
者
は

表
彰
の
栄
に
浴
し
ま
し

た
。

第

回
あ
ぶ
く
ま
建
築
賞
各
賞
決
ま
る

  
第　

回
あ
ぶ
く
ま
建
築
賞
各
賞
決
ま
る

１７１７

齋藤傳邸（あぶくま推奨の家）

渡邊一郎邸（角田市長賞）

目黒一榮邸（丸森町長賞）

（敬称略）
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　第３５回丸森いちが、５月１３日・１４日の両日、町民センター周辺を会場に開催さ
れた。好天に恵まれ終日駐車場が満車となるなど、２日間で３４,０００人の人出で賑
わった。
　会場は町内の業者を中心に１２０店が出店し、庭木や花木、ナス、きゆうりなどの
野菜苗をはじめ町の特産品が販売され、お目当ての品物を求めて賑わった。イベ
ントとして恒例の建設職組合によるミニ上棟式と、童楽娘鼓DORAMUSUKOによる太
鼓の演奏・よさこいの演舞で盛り上がった。

大盛況で大賑わい

　第１８回を迎えた齋理幻夜は８月１２日（土）、「蔵の郷土館
齋理屋敷」を会場に、幻想的な雰囲気を楽しもうと２０,０００
人の来場者でにぎわった。
　今年のテーマは「 創 」。人、齋理、街並み、そして齋理

そう

幻夜としても今こそ何かを創り上げていこうというテーマ
で、手作り灯籠が約１,０００個用意され、水面に映る絵灯篭の
美しさや屋敷内の竹林の中の小道を柔らかな光で彩り、風
情のある光景を醸し出していた。
　イベントは、丸森町小学校金管バンド演奏・カトレア仙
台のハーモニカ演奏・怪しい幻夜名物紙芝居のおじさん・
齋理幻夜劇場などで来場者を楽しませた。

齋理幻夜にぎわう
テーマは「 創 」～ここから始まる 幻  創  夜 ～

そう げん そう や

恒例の建設職組合によるミニ上棟式

童楽娘鼓による太鼓の演奏

　今年も『キッズマート（起業家体験）事業』が、８月１４
日「かくだふるさと夏まつり」の一環として、角田市中央
広場を会場に角田小学校５・６年生の精鋭２６名により開催
された。
「Summer Kids Shop」［A・I・D・A］「Sea House」の
３チームに別れ、仕入れから販売まで、大人顔負けの頑張
りで、全てのチームがみごと黒字を達成、全員がボーナス
を手にし、「大変だったけど、来年も挑戦したい」と、将
来のビジネスマン（ウーマン）は、確実に成長されたよう
でした。

キッズマート（起業家体験）事業

第 35 回 丸森いち開催 5 月 13 日・ 14日14 日

角田市商工会・丸森町商工会　平成 18 年 10 月 1日商工会報7

　夏の風物詩である『かくだふるさと夏まつり』、４年ぶりに復活した「市民花火大会」は８月１３日（日）、「星まつり」は８
月１４日（月）に開催されました。
　星まつりでは、今春オープンした中央広場を『市民ふれあい広場』として、創業５０周年を迎える㈱ケーヒンの特別参加、角
田小学校児童による起業家体験「キッズマート」の出店、地場産品等の展示即売などで祭りを盛り上げました。
　祭りのメイン、歩行者天国通りでは、角田小学校児童による鼓笛隊パレードを皮切りに、和太鼓演奏、女神輿・こども神輿、
山車パレード、横倉小学校６年生児童による南中そーらん、地元婦人団体を中心とした「角田音頭」、そして、地元有志によ
る「よさこい踊り」が賑やかに催されました。
　また、スタンプ会主催の「キャラクターショー」「抽選会」や建設職組合主催の「ミニ上棟式」など、多くの会場で様々な
ユニークな取り組みが行われました。
　来場者も好天に恵まれて、約２５，０００人の人出となり、大好評で幕を閉じましたが、来年もどんな“ふれあい”“出会い”が広
まるか楽しみです。

　エアロバティックジャパンＩＮ角田は、グライダーによる曲芸飛行大会を
中心とした総合航空イベントで、昨年は県内外から約１５，０００人の来場者があ
り、本年も多くの来場者が期待されています。　
　仙南地域の特産品を集めた「あぶくま大物産市」も昨年に引き続き同時開
催されます。今年は、２回目でもあり昨年以上に来場者の方々に満足してい
ただけるよう、内容も充実させお客様をお待ちしております。
他にも様々なイベントが繰り広げられるエアロバディックジャパン IN角田
２００６！！みなさんどうぞお楽しみに！！

と　き：１０月７日（土）～８日（日）
ところ：角田滑空場（北角田中学校近く阿武隈川河川敷）

あぶくま大物産市
『エアロバティックジャパン IN 角田 2006』開催迫る

いぐのさとイ ベント
ZOOM IN

かくかくだだふるさと
夏ま夏まつつりは今年も大盛況！！

土曜日経営相談窓口の変更
角田市・丸森町商工会員の皆様へ　１０月から第２・第４土曜日に！！

　休日等特別経営相談窓口は１０月より第２・第４の土曜日に変更となりましたが、従前同様にご利用下
さいますようお知らせします。（ただし、祝日や特別休日となった場合は休館となります。）
　　　　　　　　　　　　・相談は経営指導員が担当し、秘密は守られます。
　　　　　　　　　　　　・時間は午前９時から午後５時まで
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県南部地域中小企業
支援センター移動相談所の

開設について

　新規開業や独立開業のための手続きでわからないこ
と、新しい分野への進出や事業の多角化など経営革新
を進める上でお困りの事など、県南部地域中小企業支
援センターのコーディネーターがご相談に応じます。

と　き：平成１８年１１月１５日（水）

　　　　ＡＭ１０：００～ＰＭ３：００
ところ：角田市商工会館

※相談時間の調整のため、
　事前に商工会へご連絡
　下さい。

金融のお知らせ

※詳しくは角田市商工会・丸森町商工会へ
　平成１８年９月１３日現在

利率貸 付 期 間融 資 制 度融 資 種 類 

２.２％
運 転 ５ 年
設 備 ５ 年

運転　３００万
設備　３００万

角田市小企業 
小 口 資 金
（無担保・無保証）

角
田
市
融
資 ２.２％

運転５年以内
設備１０年以内

運転１，０００万
設備１，０００万

角田市中小企業
振 興 資 金

２.２％
運 転 ３ 年
設 備 ３ 年

運転　２５０万
設備　２５０万

丸森町小企業 
小 口 資 金

丸
森
町
融
資 ２.２％

運転５年以内
設備７年以内

運転　３００万
設備　５００万

丸森町中小企業
振 興 資 金

２.０％
運転５年以内
設備７年以内

運転　５５０万
設備　５５０万

小 企 業 経 営
改 善 資 金
（無担保・無保証）

国
民
生
活
金
融
公
庫

２.３％
２.４％

運転５年以内
設備１０年以内

運転４，８００万
設備４，８００万

普 通 貸 付

２.４５％　　１０年以内
２００万以内
（１人につき）

教 育 貸 付

パソコンセミナー開催の
お知らせ

お手持ちのノートパソコンでＰＯＰを！！
　今やパソコンは生活や業務に欠かせない存在となっ
ておりますが、商工会では毎年伊具高等学校の生徒さ
んに協力をいただき『パソコンセミナー』を開催して
おります。
　今年は下記の日程により皆様のお手持ちのパソコン
（※Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｗｉｎｄｏｗｓ ＸＰ以降のもの）をご持参い
ただける方を対象に開催いたしますので奮ってご参加
下さい。

　　日　程　１１月７日（火）～１０日（金）の４日間
　　　　　　午後６時～午後８時
　　場　所　角田市商工会館　大会議室
　　内　容　Ｗｏｒｄで簡単ＰＯＰ！！
　　定　員　先着２５名
　　受講料　１人３，０００円（テキスト代含む）

　　※申込は１０月１０日（火）より受付開始。
　　　直接、角田市商工会ｏｒ丸森町商工会の窓口へ

一日金融公庫相談日開設

　国民生活金融公庫の調査員と直接面談し、ご相談の
上その場で決定されます。

※いずれの会場でも相談は可能ですが、事前に商工会
　へご連絡下さい。
《上記以外の日でも、融資の申込みは随時受け付けて
います。》

角田地区
と　き：平成１８年１１月１５日（水）
　　　　　　ＡＭ１０：００～ＰＭ３：００
ところ：角田市商工会館

丸森地区
と　き：平成１８年１１月１６日（木）
　　　　　　ＡＭ１０：００～ＰＭ３：００
ところ：丸森町商工会館

年末資金の準備はお早めに！
相談料　無　料

創業・経営革新を目指す方！
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デマンド交通システム導入に向けて
　角田市では、市民バスに代わる新しい市民の足としてデマンド交通システムの導入について、検討委員会を組
織して検討が行われていましたが、システムの概要について答申がなされ、平成１９年度の本格運行に向けて、詳
細の整備作業を行っています。
◎デマンド交通システム「予約型乗り合いタクシー」とは

　デマンド交通システムは、通常のタクシーが目的地に直行する
のと違い、他の人も乗り合って目的地に送迎するサービスです。
予約に合わせて、自宅や外出先まで車が迎えに来てくれ、地域内
の行きたいところまで運んでくれる大変便利なサービスです。
（タクシーの便利さをバス並みの料金で実現する交通システム）。
◎商工会とデマンド交通システム

　商工会は、運営主体としてデマンド交通システムの運営を行い
ます。会員の皆様から「お休み処」や「買い物支援サービス」な
どのお知恵を出していただき、中心市街地の賑わいづくりにも役
立てたいと考えておりますのでご支援をお願いいたします。

統計普及セミナーの開催について

と　き：平成１８年１０月２７日（金）
　　　　午後２時～３時３０分
ところ：角田市商工会２階　大会議室
内　容：①各種統計について―宮城県企画部統計課―
　　　　②講演　講師：東北学院大学教授　柳井雅也氏
　　　　　　　　演題：人口減社会の到来と地域経済

主　催：宮城県・角田市・角田市商工会・宮城県統計協会
問合せ：宮城県企画部統計課企画普及班
　　　　 ０２２－２１１－２４５１

税務講習会のお知らせ
●消費税説明会
と　き：平成１８年１１月１日（水）午後２時～
ところ：角田市商工会館
対象者：角田・丸森地区内で営業・農業を営む方

●丸森地区青色申告決算説明会（事業所得者等）
と　き：平成１８年１２月４日（月）午前１０時～
ところ：丸森町民センター
対象者：丸森地区内の事業所得者の方

●角田地区青色申告決算説明会（事業所得者等）
と　き：平成１８年１２月４日（月）午後２時～
ところ：角田市商工会館
対象者：角田地区内の事業所得者の方

角田市商工会から会員の皆様へお知らせ
今年度分の商工会費の第２回目の口座振替予定日は、

10 月 16 日（月）です。
口座残高のご確認をお願いいたします。

入場無料
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角
田
市
商
工
会　
 

0
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2
4－

　

－

1
2
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６２

丸
森
町
商
工
会　
 

0
2
2
4－

　

－

1
2
3
0

７２

■
発
行
者
／
商
工
会
広
域
連
携
協
議
会　

■
発
行
日
／
平
成　

年　

月
１
日

１８

１０

■
印　

刷
／
佐
藤
印
刷
株
式
会
社

田
市
・
丸
森
町
商
工

会
青
年
部
は
、
９
月

９
日
（
救
急
の
日
）
に
丸
森

町
の
国
民
宿
舎
あ
ぶ
く
ま
荘

に
て
仙
南
病
院
の
本
多
正
久

先
生
と
角
田
消
防
署
の
職
員

４
名
の
方
を
講
師
に
迎
え
て

「
救
急
蘇
生
法
講
習
会
」
を

開
催
し
、
両
青
年
部
併
せ
て

　

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

１５
　

私
た
ち
は
、
い
つ
、
ど
こ

で
、
突
然
の
け
が
や
病
気
に

お
そ
わ
れ
る
か
予
測
が
で
き

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
と
き
、

病
院
に
行
く
ま
で
に
、
家
庭

や
職
場
で
応
急
手
当
が
で
き

れ
ば
と
考
え
、
今
回
こ
の
講

習
会
を
開
催
す
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
回
の
救
急
蘇
生
法
講
習

会
の
内
容
は「
Ａ
Ｅ
Ｄ（
体

外
自
動
除
細
動
機
）
を

使
っ
た
救
急
蘇
生
法
講
習

会
」
で
す
。
み
な
さ
ん
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
？

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
、
救
急
現

場
で
一
般
の
人
で
も
、
簡

単
に
安
心
し
て
除
細
動
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
設
計
さ
れ
た
機
器
で
す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
に
よ
っ
て
、
傷
病
者

の
心
臓
の
リ
ズ
ム
を
自
動
的

に
調
べ
て
、
除
細
動
が
必
要

か
ど
う
か
を
自
動
的
に
決
定

す
る
と
と
も
に
、
ど
う
い
う

操
作
を
す
べ
き
か
を
音
声

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
指
示
し
て
く

れ
ま
す
。
除
細
動
を
行
う
必

要
が
あ
る
場
合
に
限
っ
て
、

除
細
動
を
実
施
す
る
よ
う
に

と
の
指
示
を
音
声
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
具
体
的
に
出
す
仕
組
み

に
な
っ
て
お
り
、
安
全
性
が

十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

わ
が
国
で
は
こ
れ
ま
で
医

療
資
格
を
持
た
な
い
一
般
の

人
々
が
除
細
動
を
行
う
こ
と

は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
最
近
に
な
っ
て
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
用
い
て
除
細
動
を
行

う
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
救
急
現

場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
行
う

応
急
手
当
の
中
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
用
い
た
除
細
動
が
仲
間
入

り
し
た
わ
け
で
す
。

　

講
習
会
終
了
後
、
参
加
者

は
全
員
普
通
救
命
講
習
修
了

証
を
い
た
だ
き
、
今
回
の
講

習
で
学
ん
だ
知
識
や
体
験
を

職
場
や
イ
ベ
ン
ト
会
場
な
ど

で
活
か
し
て
い
き
た
い
と
抱

負
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

田
・
丸
森
商
工
会
女

性
部
研
修
会
が
丸
森

の
高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
八
月
二
十

八
日
、
三
十
日
、
九
月
四
日
、

六
日
に
亘
り
「
素
足
に
優
し

い
布
ぞ
う
り
」
と
題
し
て
開

か
れ
ま
し
た
。

　

丸
森
町
高
齢
者
生
産
活
動

セ
ン
タ
ー
は
、
全
国
か
ら
沢

山
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、

実
習
さ
れ
る
方
も
大
勢
訪
れ

話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

評
判
の
と
お
り
セ
ン
タ
ー
に

は
す
ば
ら

し
い
作
品

が
展
示
さ

れ
て
い
ま

し
た
。
私

た
ち
も
是

非
に
と
お

願
い
し
て

研
修
が
実

現
し
ま
し

た
。
基
礎

編
、
応
用

編
と
二
日

ず
つ
セ
ン
タ
ー
の
方
々
に
大

変
親
切
に
丁
寧
に
ご
指
導
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

基
礎
で
は
荷
造
り
用
の
ビ

ニ
ー
ル
ひ
も
で
、
ぞ
う
り
の

足
先
か
ら
編
み
始
め
ま
す
。

こ
の
最
初
の
部
分
が
大
切
で

又
そ
れ
だ
け
に
難
し
く
、
出

来
不
出
来
を
左
右
し
ま
す
。

中
間
部
分
は
同
じ
編
み
方
の

繰
り
返
し
で
す
が
均
等
に
編

む
の
は
コ
ツ
が
い
り
ま
す
。

私
達
は
む
ら
が
多
い
の
で
す

が
、
先
生
の
は
編
目
が
そ
ろ

い
、
幅
が
そ
ろ
い
何
と
綺
麗

な
の
だ
ろ
う
と
思
わ
ず
感
嘆

の
声
が
出
て

し
ま
い
ま
す
。

さ
て
自
分
の

を
見
ま
す
と

出
る
の
は
た

め
息
ば
か
り

で
す
。
そ
う

こ
う
し
て
い

る
う
ち
に
、

か
か
と
の
部

分
に
来
ま
す

が
こ
こ
が
又

歴
史
を
感
じ

ま
す
。
自
分
の
足
の
親
指
に

ひ
も
を
巻
き
つ
け
、
手
で

カ
ー
ブ
を
作
り
な
が
ら
片
方

ず
つ
少
し
ず
つ
引
い
て
ゆ
く

の
で
す
。
先
生
の
模
範
実
技

は
、
長
年
の
工
夫
と
身
に
染

み
込
ん
だ
そ
の
技
術
で
実
に

見
事
で
神
技
の
様
で
し
た
。

　

応
用
編
は
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も

を
布
と
わ
ら
に
変
え
、
は
な

緒
も
ス
テ
キ
な
布
を
い
た
だ

き
、
一
段
と
心
が
は
ず
み
ま

し
た
。
希
望
と
根
気
と
フ
ァ

イ
ト
と
少
し
の
挫
折
感
が
編

み
込
ま
れ
た
私
達
の
作
品
は

で
こ
ぼ
こ
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
布
ぞ
う
り
が
語
り
か
け

て
く
れ
る
優
し
さ
と
温
か
さ

に
、
又
是
非
挑
戦
し
た
い
と

意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

〜
伝
統
工
芸
継
承
事
業
に
参
加
し
て
〜

角

角

商
工
会
女
性
部
広
域
エ
リ
ア
別
指
導
者
研
修
会

〜「
救
急
蘇
生
法
講
習
会
」に
参
加
し
て
〜

商
工
会
青
年
部
広
域
エ
リ
ア
別
指
導
者
研
修
会


